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一 ＜小学校別入学者数＞ f 、小子；収万リノ、子一百戴ノ’ 	i 
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平
成
元
年
度
の
わ
が
町
の
台

所
を
ま
か
な
う
当
初
予
算
が
、
 

三
月
定
例
町
議
会
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
 

一
般
会計
の
予
算
総
額
は
歳

入
歳
出
と
も
、
前
年
度
の
当
初

予
算
額
よ
り
約
十
三
・
五
％
増

の
三
十
二
億
一
千
八
百
六
十
七

万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
予
算
を
も
と
に
、
住
み

よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
の
諸
事

業
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
 

皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や
国
な

ど
か
ら
入
っ
て
く
る
お
金
は
ど

の
く
ら
い
か
、
ま
た
こ
れ
ら
の

お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る

の
か
そ
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
 

町税の内訳 
577,327千円（100%) 

固定資産税  	292,611 (50.7%) 

町 	民 	税 218,791 (37.9%) 

町たばこ税 51,000 ( 8.8%) 

軽自動車税 11,363 ( 2.0%) 

そ 	の 	他 3.562 ( 0.6%) 

mmI川川―川金木だより ② 

運動公園用地購入、整備費2億4,9叩万円など 

肥億1JG7万a千円に 
	 ーその他88,741(2.8%) 

'~
～ 諸収入30,437(0.9%) 

	A、く、分担金及び負担金51,192(1.6%) 
父ぐ、便用料及び手数料64,291(2・0%) 

、
×地方譲与税66・300(2・1%) 

、七、 、国庫支出金128,651 (4.0%) 

歳入 

老人保健特別会計 
（千円） 

国民健康保険特別会計 
（千円） 

歳入 	  747,888 歳入 	 1 ,069,985 
支払基金交付金一 523,965 保 	険 	税- 429 I569 

国庫支出金一 149,280 国庫支出金一 575,882 

II-は 出 金一37 
療養給付費交付金一・16,850 
共同事業交付金―-9 

,320 
,553 

繰 	入 	金一一37,000 繰 	入 	金一37,320 
繰 	越 	金 そ 	の 	他-1,131 I 
諸 	収 歳出 	 1,069,985 入 	2 

総 	務 費-46,723 
歳出 	  747,888 うち人件費一29 ,689 
医療給付費- 733,200 保険給付費- 725,584 

医療費支給費-13 老人保健拠出金- 279,093 
共同事業拠出金- 

,200 
審査支払手数料一 1,485 

9,563 
公 	債 費- 1,500 

償 	還 	金 	2 保健施設費一 2,050 
繰 そ 	の 	他一 5,472 

区 	分 予算額（千円） 構成比舶 

1‘人 	件 	費 978,589 30.4 

2 ．物 	件 	費 268,802 8.4 

3.維持修繕費 54,423 1.7 

4 ．扶助的経費 39,466 1.2 

5．補助的経費 586,628 18.2 

6 ．出費及び貸付金 19,570 0.6 

7.積 	立 	金 40,001 1.2 

8.繰 	出 	金 74.513 2.3 

9 ．公 	債 	費 436.195 13.6 

10.普通建設事業費 717. 492 22.3 

11．予 	備 	費 3,000 0.1 

計 3,218,679 100.0 

一
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内
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」
一
 



金木だよりIII川""It' 

1万釘零の簿＼ 

（単位：千円） 

ト金木病院組合負担金 	 130 .089 

ト西1LJi衛生処理組合負担金 45 .916 

ト老人保健特別会計繰出金 37 ,320 

，国民健康保険特別会計繰出金 ---37,000 

ト児童手当 	 16,735 

ト塵芥処分場整備計画 	10.000 

ト墓石購人 	  8.961 

トiI唯北部広域」‘務粗合（老人橿社）負担金 7.066 

ト火葬場周辺環境整備工事請負費 	 5,000 
ト児童輸送バス委託料 	 3.708 

平成元年度 
町の予算・・・畿鶏 

農 業集落排水事業会計 
（千円） 

水 道 事 業 会 計 
（千円） 

歳入 	  193 0事業収益 	 192,538 

金 
給 水 収 益一 133.384 

繰 193 入 受託工り‘収益- 6.750 
受取利息及ぴ配当金一 8.750 

歳出 193 他会計補助金-43.589 
その他の収益 	65 

公 0事業費用 
原水及び浄水費-20.762 
配水及び給水費-13 .231 
受託工事費一 6.750 
総 	係 	j-42,459 

II磯“tl ‘御I 
うち人件費ーー・28.090 

減価償却費-37.203 
支 払 利 息ト一66.317 

‘』 

' flI -. 	. 	. 	』 -. . 血~§1 

・けこ“押”‘・’ 
そ 	の 	他ー一 5.816 

0資本的収入 	 0 
0資本的支出 	39,194 
うち企業債償還金 37 - 134 

民
生

・
衛
生
費
 

その他 
50.309(1.5%) 	._-. 

議会費 	一 ／ 
83.405(2.6%) ノ' 

商工費 	ノ 
92,623(2.9%) 

歳出 

臼む目いめ宙 

ト巡動公園整備費 	200 .000 

ト巡動公園川地購入費 	49 .000 

ト金木南中学校大規模改造工事…・加.000 

ト金木中央公民館屋上改修工事・…16.770 

ト金木小学校スクールバス新車買替…n.000 

ト運動公園設計監理料 	 6.000 

ト金木中学校ローラースケート場建設工事 5.000 

女
！
一
 
，
 

孝
？
下

，
 

ト舗装、側溝等工事請負費 60,0加 

ト第 2種木造平屋建築工事 33,481 

ト除排雪委託料  	22.000 
ト住宅用地購入費  	10,147 
ト車庫建築工事費  	8,000 
ト芦和団地屋根張替、塗装工事  	4,667 
ト舗装補修工事費  	2,8叩 

ト側溝修繕料  	2.000 

土
 
木
費
 

ト津軽北部広域」略組合（『満）負担金… 213.089 

ト納税貯蓄組合報償金 	13,280 

ト防災コミュニティセンター他新築J半… 9,385 

ト行政情報システム委託料 	 7.672 
ト弘南バス路線維持補助金 	 5.000 
ト小型動力；ドンフ 'I瀬柳~（購人費 	 3,900 

総
務
・
消
防
費
 

ト新農業構造改善半業費負担金…・ 106,955 

ト農村総合整備モデル事業 20.900 

ト広域農道川地購入費  	13.500 
ト県営川倉地区水田良業確立対剃喋  	8,025 
ト転作作物振興対策費  	7,500 

ト芦野公剛整備事業  	20,00() 
ト中小企業近イtイヒ資金出資金…10 .000 

ト桜まつり・夏まつり助成金… 5,500 

ト町商工会助成金 	 3,000 

農
林
水
産
業
費
 

商
工
費
 



第
百
ニ
十
七
回
三

月
定

例
町

議
会
 

三
月
定
例
町
議
会
は
去
る

三
月
十

一
日
招
集
さ
れ
、
会

期
を
五
日
間
と
決
定
し
た
あ

と
、
新
年
度
一
般
会
計
予
算
 

、
昭
和
」ハ
十
三
年
度
金
木
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
八

号
）
の
件
 

昭
和
六
十
三
年
度
金
木
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
 

事
業
勘
定
）
補
正
予
算

（
第

五
号
）
の
件
 

昭
和
六
十
三
年
度
金
木
町

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
の
 

‘
」・
  f

 
平
成
元
年
度
金
木
町

一
般

会
計
予
算
の
件
 

平
成
元
年
度
金
木
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
（
事
業

勘
定
）
予
算
の
件
 

平
成
元
年
度
金
木
町
老
人

保
健
特
別
会
計
予
算
の
件
 

平
成
元
年
度
金
木
町
水
道

事
業
会
計
予
算
の
件
 

平
成
元
年
度
金
木
町
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予

算
の
件
 

金
木
町
ふ
る
さ
と
活
性
化
 
 

案
な
ど
議
案
二
十
九
件
、
報

告
二
件
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
、
会
期
を
三
日
繰
り
上
げ

て
閉
会
し
ま
し
た
。
 

基
金
条
例
の
件
 

金
木
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
件
 

金
木
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
件
 

金
木
町
芦
野
公
園
使
用

料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
件
 

金
木
町
教
職
員
住
宅
使

用
料
及
び
徴
収
条
例
の

一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
件
 

金
木
町
立
学
校
使
用
料

徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
件
 

金
木
町
公
民
館
使
用
条

例
の

】
部
を
改
正
す
る
条
例
 

金
木
町
立
沢
部
保
健
福

祉
館
使
用
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
件
 

金
木
町
保
育
所
使
用
料

条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
件
 

金
木
町
児
童
館
使
用
料
 
 

条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
件
 

金
木
町
立
老
人
憩
の
家

使
用
料
条
例
の

一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
件
 

金
木
町
霊
園
条
例
の

一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
件
 

金
木
町
火
葬
場
使
用

条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
件
 金

木
町
営
住
宅
使
用

料
及
び
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
件
 

金
木
町
立
喜
良
市
生

活
改
善
セ
ン
タ

ー
使
用
料
条

例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
件
 

金
木
東
部
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
件
 

金
木
町
営
牧
野
使
用

料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
件
 

金
木
町
種
畜
管
理
及

び
種
付
料
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
件
 

金
木
町
ポ
ニ
ー
等
使

用
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
件
 

金
木
町
ブ
ル
ド
ー
ザ
 

ー
等
使
用
料
徴
収
条
例
の
．
 

部
を
改
正
す
る
条
例
の
件
 

金
木
町
水
道
事
業
給

水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 
 

条
例
の
件
 

報
 
告
 

金
木
町
税
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例
 

昭
和
天
皇
の
大
喪
の
礼
の

行
な
わ
れ
る
日
に
つ
い
て
の

休
日
等
の
特
例
に
関
す
る
条

例
 

一
般
質
間
事
項
に
つ
い
て
、
 

各
議
員
の
質
問
旨
並
び
に
答
弁

の
概
要
を
次
に
掲
げ
ま
す
。
 

「
ふ
る
さ
と
創
生
一
億
円
」
 

の
使
途
な
ど
に
つ
い
て
 

中
村
政
徳
議
員

質
間
①

I
地
域
農
業
を
取
り
巻

く
情
勢
が
厳
し
い
折
、
農
家
、
 

農
協
、
有
識
者
等
に
よ
る
「
金

木
町
地
域
農
業
を
考
え
る
会
（
 

仮
称
）
」
な
る
も
の
を
発
足
さ
せ

る
考
え
は
な
い
か
。
 

質
間
②

I
行
政
機
関
の
土
曜
閉

庁
に
関
し
て
、
金
木
町
と
し
て

は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く

考
え
か
。
 

質
間
③
ー
「
ふ
る
さ
と
創
生
一

億
円
」
 
の使
途
に
つ
い
て
、
先

に
行
な
わ
れ
た
「
フ
ィ
リ
ピ
ン

よ
り
嫁
も
ら
い
」
の
件
と
関
連

し
て
伺
い
た
い
。
 

答
弁
①
町
長
廿
米
価
が
他
よ
り

安
い
青
森
県
産
米
、
そ
し
て
減
 
 反

な
ど
農
業
は
誠
に
厳
し
い
状

況
下
で
、
機
会
あ
る
毎
に
い
ろ

い
ろ
な
会
合
を
持
ち
当
ち
農
業

の
将
来
を
模
索
し
た
い
。
何
と

言
っ
て
も
“
売
れ
る
米
一
と
い

う
こ
と
で
認
識
し
て
お
り
、
転

作
々
物
と
あ
わ
せ
て
今
後
も
各

種
会
議
を
開
催
す
る
な
ど
し
て

積
極
的
に
進
め
て
参
り
た
い
。
 

答
弁
②
町
長

I
国
自
体
が
土
曜

閉
庁
制
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
 

町
と
し
て
も
並
行
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。
 

答
弁
③
町
長

I
「
ふ
る
さ
と
創

生
一
億
円
」
 
の使
途
に
つ
い
て

は
、
六
千
万
円
を
積
立
し
、
残

り
四
千
万
円
を
平
成
元
年
度
に

予
算
化
し
て
い
る
。
そ
の
内
訳

は
、
国
際
交
流
費
二
百
万
円
、
 

町
お
こ
し
各
種
イ
ベ
ン
ト
費
百

二
十
万
円
、
芦
野
公
園
整
備
費

九
百
四
十
万
円
、
運
動
公
園
整

備
費
二
千
五
百
六
十
万
円
な
ど

を
今
議
会
に
提
山
し
て
い
る
。
 

積
立
の
六
千
万
円
は
、
今
後
町

民
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
に
則
り
有

効
に
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
尚
今
回
の
 
「フ
ィ
リ
ピ
ン

嫁
も
ら
い
」
に
関
し
て
は
、
予

算
化
さ
れ
て
い
な
い
 
「ふ
る
さ

と
創
生
一
億
円
」
の
資
金
は
当

然
使
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

III川―川川川金木だより A 

可
 
決
 
さ
 
れ
 
た
 
案
 
件
 

みんなが選んだ議員 

住みよい町づくりのために頑張っています。 

▲3 月定例町議会ー般質間風景 

(
 



町
発
展
の
方
策

な
ど
に

つ
い
て
 

福
山
初
枝
議
員

質
間
①
I
商
工
業
不
景
気
の
折
、
 

官
民
一
体
と
な
っ
た
町
づ
く
り

を
す
る
考
え
は
な
い
か
。
 

質
問
②
I
婦
人
団
体
へ
の
積
極

的
活
動
助
成
を
す
る
考
え
は
な

い
か
。
 

答
弁
①
町
長
I
不
景
気
の
原
因

は

一
流
企
業
や
医
師
優
遇
な
ど

国
自
体
に
も
あ
り
、
町
独
自
で

は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
点
も
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
克
服

す
る
に
は
個
々
の
経
営
努
力
も

必
要
で
あ
り
、
ま
た
町
自
体
が

広
く
町
民
か
ら
の
声
を
聞
き
な

が
ら
積
極
的
町
発
展
の
た
め
の

方
策
を
見
い
出
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
 

答
弁
②
町
長
廿
町
が
各
種
団
体

へ
助
成
金
を
交
付
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
種
々
の
根
本
的
要
素

や
効
果
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら

適
切
な
交
付
を
す
べ
き
と
考
え

て
い
る
。
 

フ
ィ
リ
ビ
ン
・
マ
バラ
カ
ット
町

と
の
友
好
調
印
な
ど
に

つ
い
て
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吉
崎
正
光
議
員
 
 

質
間
①
I

「
ふ
る
さ
と
創
生

一

億
円
」
に
つ
い
て
わ
か
り
ゃ
す

く
説
明
願
い
た
い
。
 

質
間
②
I
先
に
行
な
わ
れ
た
フ

ィ
リ
ビ
ン
・
マ
バ
ラ
カ
ッ
ト
町

と
の
姉
妹
都
市
調
印
の
目
的
は

何
な
の
か
。
 

質
間
③
I
現
在
嫁
不
足
で
困
っ

て
い
る
町
民
は
ど
の
位
い
る
の

か
。
ま
た
、
こ
れ
を
解
消
す
る

た
め
の
“
集
団
見
合
い
ー
の
計

画
は
あ
る
の
か
。
 

質
間
④
I
年
金
六
十
五
歳
支
給

を
国
で
は
計
画
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
が
、
現
在
町
の
六
十
五

歳
以
上
の
老
人
数
は
。
ま
た
、
 

寝
た
き
り
老
人
、

一
人
暮
ら
し

老
人
、
こ
の
人
た
ち
を
介
護
す

る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
数
は
。
 

質
間
⑤
I
老
人
対
策
の
た
め
に
、
 

病
院
と
特
養
施
設
の
中
間
、
い

わ
ゆ
る
“
中
問
施
設
《
を
建
設

す
る
考
え
は
な
い
か
。
 

質
間
⑥
ー
出
稼
ぎ
人
口
が
年
々

増
加
す
る
に
あ
た
り
、
子
供
に

対
す
る
町
の
社
会
教
育
施
策
を

教
育
長
に
伺
い
た
い
。
 

答
弁
①
町
長
I
地
方
交
付
税
と

同
じ
よ
う
な
仕
組
み
で
あ
り
、
 

使
途
に
つ
い
て
は
民
意
を
反
映

し
な
が
ら
進
め
て
参
り
た
い
。
 

詳
細
に
つ
い
て
は
総
務
課
長
に

答
弁
さ
せ
ま
す
。
 

答
弁
・
角
田
総
務
課
長
I
こ
の

資
金
は
先
程
町
長
が
述
べ
た
よ

う
に
交
付
税
と
し
て
算
入
し
て

く
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
使
途

に
つ
い
て
は
交
付
税
法
に
よ
り

国
が
制
限
し
た
り
、
指
示
で
き

な
い
、
い
わ
ゆ
る
“自
主
財
源
）
 

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
で
き
れ
ば
人
材
育
成
、
町

お
こ
し
、
健
康
づ
く
り
等
に
使

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
条
項
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
当
町
も
こ
の

方
針
に
従
っ
て
対
処
し
て
い
る

次
第
で
あ
る
。
 

答
弁
②
町
長
I
農
産
物
・
転
作

作
物
の
模
索
、
農
業
者
の
交
流

な
ど
国
際
交
流
と
、
あ
わ
せ
て

嫁
不
足
解
消
の
町
づ
く
り
の
足

が
か
り
と
な
る
こ
と
が
目
的
だ

っ
た
。
 

答
弁
③
今
企
画
室
長
I
あ
く
ま

で
も
住
民
票
に
よ
る
調
べ
で
す

が
、
三
十
歳
、
三
十
四
歳
ま
で
 
 の

独
身
男
性
は
百
六
名
、
三
十

五
歳
、
三
十
九
歳
ま
で
は
百
十

七
名
、
四
十
歳
、
四
十
四
歳
ま

で
は
六
十
四
名
計
二
百
八
十
七

名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で

農
家
だ
け
の
独
身
者
は
百
十
一

名
で
あ
る
。
 

ま
た
、
現
在
ま
で
五
人
ほ
ど

集
団
見
合
い
希
望
者
が
あ
る
の

で
今
後
は
そ
の
方
向
で
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。
 

答
弁
④
山
田
民
生
課
長
I
六
十

五
歳
以
上
の
町
内
老
人
数
は
男

七
百
四
十
九
人
、
女
千
百
六
十

一
人
、
計
千
九
百
十
人
。

一
人

暮
ら
し
老
人
百
十
二
人
、
寝
た

き
り
老
人
二
十
二
人
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
 

は
五
人
で
、
こ
の
五
人
で
四
十

七
人
の
老
人
を
担
当
し
て
い
る
。
 

答
弁
⑤
町
長
I
金
木
病
院
へ
中

間
施
設
併
設
と
い
う
こ
と
で
、
 

病
院
議
会
へ
諮
っ
て
み
た
い
。
 

答
弁
・
山
田
民
生
課
長
I
町
長

の
答
弁
を
補
足
し
ま
す
が
、
仮

に
中
間
施
設
を
新
設
し
た
場
合

こ
れ
に
係
る
ス
タ
ッ
フ
は
、
老

人
百
人
収
容
施
設
で
常
勤
医
師

一
人
、
看
護
婦
七
、
十
人
、
看

護
職
員
十
五
人
I
十
八
人
が
必

要
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 

施
設
管
理
は
民
間
、
自
治
体
ど

ち
ら
で
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
 
 お

り
、
現
在
県
内
で
は
六
カ
所

設
世
さ
れ
て
い
る
。
 

答
弁
⑥
近
藤
教
育
長
I
県
の
指

針
「
活
力
と
連
帯
性
を
め
ざ
し

た
社
会
」
に
沿
っ
て
い
き
た
い
。
 

除
排
雪
業
務
委
託
の
 

支
払
い

な
ど

に

「
い
て
 

沢
田
 
茂
議
員

質
間
o
一
金
木
病
院
欠
損
金
の

中
に
は
病
院
議
員
の
医
療
費
も

含
ま
れ
た
も
の
か
。
 

質
間
②
I
除
排
雪
業
務
委
託
費

は
、
除
雪
車
の
タ
コ
メ
ー
タ

ー
 

等
の
算
定
基
礎
に
よ
り
支
払
い

す
る
と
あ
る
が
、
少
雪
だ
っ
た

今
冬
の
支
払
い
は
ど
の
よ
う
に

対
処
す
る
の
か
。
 

質
間
③
I
今
年
度
予
算
の
中
に

不
然
ゴ
ミ
処
分
物
建
設
整
備
に

伴
う

一
千
万
円
が
計
ヒ
さ
れ
て

い
る
が
、
各
町
村
独
自
で
建
設

す
る
と
す
れ
ば
、
当
町
も
加
人

し
て
い
る
西
北
五
衛
生
処
理
組

合
と
の
関
連
は
ど
う
な
る
の
か
。
 

質
間
④
I
今
年
の
山
稼
訪
間
が

先
に
実
施
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
町
の
情
勢
連
絡
な
ど
不
十

分
で
あ
っ
た
と
聞
か
さ
れ
て
い

る
。
ど
の
よ
う
な
肪
問
で
あ
っ

た
の
か
何
い
た
い
。
 

質
間
⑤
I
今
年
度
二
億
五
千
万
 
 円

の
予
算
措
置
さ
れ
て
い
る
 
「
 

運
動
公
園
」
は
ど
の
程
度
の
規

模
か
。
 

質
間
⑥
I
前
定
例
会
で
も
質
問

し
た
が
、
同
僚
議
員
で
あ
る
小

野
祐
蔵
氏
の
議
員
報
酬
を
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
の
か
。
 

答
弁
①
町
長
I
お
尋
ね
の
件
に

つ
い
て
は
、
二
十
年
前
の
昭
和

四
十
四
年
四
月
二
十
日
付
で
病

院
議
員
が
金
木
病
院
で
治
療
し

た
場
合
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
 

減
免
す
る
と
い
う
規
則
が
あ
り

今
日
に
至
っ
て
い
る
の
で
そ
の

よ
う
に
処
理
さ
れ
た
。
し
か
し

な
が
ら
こ
の
規
則
で
は
矛
盾
が

あ
る
の
で
、
昨
年
四
月
十
一
日

に
改
め
ら
れ
有
料
と
な
っ
た
。
 

答
弁
②
町
長
I
業
者
は
例
年
の

ご
と
く
降
雪
が
あ
る
も
の
と
し

て
除
雪
車
の
購
人
、
整
備
、
あ

る
い
は
作
業
員
の
雇
用
な
ど
を

し
て
い
る
わ
け
で
、
先
般
も
土

木
常
任
委
員
会
と
も
相
談
し
た

が
、
作
業
量
の
み
で
の
支
払
い

と
な
る
と
今
冬
は
極
端
で
あ
り

ま
す
。
ご
指
摘
の
算
定
基
礎
に

よ
る
と
来
年
以
降
の
委
託
に
も

支
障
を
来
た
す
こ
と
に
も
な
り

か
ね
な
い
の
で
、
隣
接
町
村
の

訓
査
や
県
の
指
導
を
抑
ぎ
な
が

ら
対
処
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

答
弁
・
木
村
建
設
課
長
廿
疑
義
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A大橋町長より褒賞状と記念品を贈呈される受賞者 

5
お
知
ら
せ
5
 

『
凹
り可
勿
妙
包
a
か
J
』
嶋包
い
て
 

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
、
日

常
使
わ
な
く
な
っ
た
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

利
用
が
あ
る
町
民
に
再
利

用
し
て
も
ら
う
「
リ
サ
イ
ク

ル
コ
ー
ナ

ー
」
を
開
設
し
て
 

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
 

ご
連
絡
下
さ
い
。
 

連
絡
先
ー
役
場
企
画
室
 

（
。5
31
2
1
1
1
 

内
線
4
0)
 

が
生
じ
た
場
合
の
契
約
書
協
議

事
項
に
よ
り
支
払
い
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
算
定
に
よ

る
と
、
業
者
五
社
と
の
総
額

一

千
四
百
万
円
の
契
約
に
対
し
六

百
四
十
一
万
七
千
円
に
な
る
。
 

総
契
約
額
に
対
す
る
消
化
率
は

約
四
十
六
％
と
な
る
。
 

答
弁
③
町
長
I
燃
え
な
い
ゴ
ミ

処
理
施
設
は
各
町
村
単
独
で
建

設
し
な
さ
い
と
い
う
県
の
強
い

指
摘
状
況
下
で
あ
る
。
西
北
五

衛
生
処
理
組
合
の
施
設
は
あ
く

ま
で
も
可
燃
ゴ
ミ
の
取
り
扱
い

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

答
弁
④
町
長
I
今
年
の
出
稼
訪

問
は
農
委
会
、
産
業
課
で
訪
問

し
、
公
務
の
た
め
私
が
訪
問
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し

ま
す
。
 

答
弁
・
葛
西
農
委
会
局
長
ー
去

る
二
月
二
十
日
、
二
十
四
日
ま

で
愛
知
県
、
岐
阜
県
の
当
町
出

身
者
が
働
く
事
業
所
を
訪
問
し
 
 ま

し
た
。
ご
指
摘
の
よ
う
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
お
詫
び
致
し
ま

す
。
 

答
弁
⑤
町
長
ー
「
ふ
る
さ
と
創

生

一
億
円
」
の
中
か
ら
ニ
千
五

百
六
十
万
円
を
充
当
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
建
設
省
が
六
万

立
方
メ
ー
ト
ル
の
岩
木
川
の
砂

を
川
倉
七
タ
野
牧
場
と
金
木
町

中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
間

を
無
料
で
埋
め
立
て
の
予
定
で

あ
る
。
こ
の
場
所
に
照
明
施
設

つ
き
の
野
球
場
ゃ
テ
ニ
ス
コ

ー
 

ト
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
張
り

つ
け
た
運
動
公
園
の
建
設
を
予

定
し
て
い
る
。
 

答
弁
⑥
町
長
I
法
律
上
は
支
払

い
義
務
が
あ
る
と
指
導
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
嘱
望
さ

れ
て
要
職
に
あ
る
氏
が
全
く
所

在
不
明
で
い
る
現
時
点
で
は
、
 

報
酬
を
差
し
止
め
る
こ
と
こ
そ

妥
当
と
考
え
る
。
 

町
の
自
治
、
経
済
、
文
化
、
 

芸
術
、
そ
の
他
各
分
野
に
わ
た

っ
て
活
躍
し
、
町
政
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
方
々
に
贈
ら
れ
る
「
 

金
木
町
隻
賞
授
与
式
」
が
去
る

三
月
二
十
二
日
、
役
場
大
会
議

室
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

授
与
式
で
は
大
橋
町
長
が
「
 

褒
賞
を
契
機
に
こ
れ
か
ら
も
後

世
の
指
導
と
町
発
展
の
た
め
ご

尽
力
く
だ
さ
い
。」
と
功
労
者
を

称
え
た
あ
と
、
其
田
豊

一
総
務

企
画
常
任
委
員
長
か
ら
二
十
三

人
、
九
団
体
の
選
考
経
過
報
告

が
な
さ
れ
、
町
長
か
ら
受
賞
者

一
人
一
人
に
褒
賞
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
受
賞
者
を
代
表
し
、
 

納
税
貯
響
組
合
長
と
し
て
長
年

功
献
し
た
木
村
金
利
さ
ん

（
嘉

瀬
）
が
「
栄
誉
を
汚
さ
ぬ
よ
う

こ
れ
か
ら
も
精
進
し
ま
す
。
」
と

謝
辞
を
述
べ
、
褒
賞
を
か
み
し

め
て
い
ま
し
た
。
 

尚
、
今
回
受
賞
さ
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

〈
自
治功
労
褒
賞
〉
 

津
島
ト
ミ
エ
（
町
職
貝
二
十
年

以
上
）
高
橋
セ
コ

（
同
）
吉川

フ
ツ

（
同）
大
橋
寿
々
《十
（
同）
 

伊
藤
誠

（
同）
竹
内
信
夫
（同
）
 

石
川
孝
弘

（
金
木病
院
職
員
】
一

十
年
以
上
）
小
野
武
則
（
同
）
 
 奈

良
四
郎
（
同
）
田
中
秀
一
 
（
 

同
）
福
長
由
紀
子

（
同
）神
島

恵
子

（行
政
協
力
委
員
十
五
年

以
上
）
 

〈
特
別
功
労
褒賞
〉
 

白
川
照
男
（
職
業
訓
練
校
理
事
 

・

指
導
員
二
十
五
年
以
上
）
泉

谷
梢
司

（
金木
農
協
職
貝
二
十

年
以
上
）
今
勝
広
（
金
木
地
区

交
通
安
全
協
会
役
員
十
八
年
以

上
）
泉
谷
和
雄
（
同
二
十
六
年

以
上
）
斉
藤
義
雄

（
金木
町
商

工
会
理
事
十
五
年
以
上
）
中
西

慎
一
 
（
同二
十
九
年
以
ヒ
）
今

誠
康
（
同
十
八
年
以
上
）
金
木

地
区
交
通
安
全
協
会
川
倉
支
部
 

（支
部
結
成
二
十
六
年
以
上
）
 

阿
部
末
治
（
献血
三
十
回
以
上
）
 

加
藤
幸
司
（同
）
木
村
金
利
（
納

税
貯
蓄
組
合
長
二
十
七
年
以
上
）
 

白
川
峰
雄
（
同
）
後
町
納
税
貯

響
組
合

（
組合
結
成
二
十
七
年

以
上
）
蒔
田
納
税
貯
蓄
組
合

（
 

同
）
共
和
納
税
貯
蓄
組
合
（
同）
 

更
生
納
税
貯
蓄
組
合
（
同
）
嘉

瀬
納
税
貯
蓄
組
合
（
組
合
結
成

二
十
六
年
以
上
）
下
鍛
冶
町
納

税
貯
帯
組
合

（同
）
神
原
納
税

貯
蓄
組
合

（
同）
柏
木
町
納
税

貯
蓄
組
合

（
同）
櫛
引
政
雄
（
 

転
作
組
合
長
及
び
同
組
合
役
1
1
 

と
し
て
転
作
事
業
の
定
着
化
に

貢
献
）
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，
、
 

トサービス業基本調査‘ 全国50万のの事業所を対象に実施 

「サービス業」 とー口にいっても、これに含まれる業種

は、多種多様です。例えば、レンタル・リース業、理・美

容業、放送業、旅館業、情報サービス業などです。このほ

か、学習塾、神社、美術館や文化団体なども含まれます。 

ト国内純生産の20％を占めるサービス業 

最近は、とくに経済のサービス化の傾向が進み日本経済

におけるサービス業の垂要性はますます高くなっています。 

ちなみに、サービス業の動きを30年前と比べてみると、 

国内純生産に占めるサービス業の割合は、ほぼ2倍の20% 

に増え、トップの製造業の約27％に次ぐ高い割合となって

います。また、サービス業の就業者は約2.5倍、約1.200万

人となっています。そこで、サービス業の実態を正しく把

握するための基礎資料を作ることを目的に、サービス業を

対象にした大がかりな統IiI.調査が、今回初めて行われるこ

とになりました。 

ト調査員がおうかがいします。 

この調査は、 7月 1日現在で、全国の約駒万のサービス

業事業所を対象として行われるものです。具体的には次の

ように実施されます． 

調査の対象となるのは、従業員10人以上の全事業所、そ

して、10人未満の事業所の約6分のIです。調査方法は、 

6月下句に調査員（知事から任命される）が、対象となっ

た事業所に調査票を配布して回ります。 

調査票には、事業所の従業員数、収入

金額、経費などの基本的なことがらを記

人していただきます。記入していただい

た調査票は、再び調査員が7月中ごろま

でに回収にうかがうことになっています。 

皆さんのご協力をお願いいたします。 

今
ま
で
は
町
長
は

じ
め
参
加
者
は
常
に

旅
費
を
自
費
で
対
応
 

し
て
参
り
ま
し
た
が
、
 

三
月
議
会
で
は
 
「ふ

る
さ
と
創
生

一
億
円

資
金
」
 
の
中
か
ら一
一

百
万
円
だ
け
「
国
際

交
流
助
成
金
」
と
し

て
予
算
化
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
今
後
は
中

国
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
と

の
い
ろ
い
ろ
な
交
流

や
困
際
結
婚
の
推
進

に
役
立
た
さ
れ
ま
す
。
 

か
つ
て
国
際
結
婚
希
望
者
を

町
広
報
で
三
回
募
集
の
と
こ
ろ
、
 

三
回
目
に
長
尾
修
治
氏

（
金木

町
見
崎
町
）
が
応
募
、
こ
の

一

月
フ
ィ
リ
ピ
ン

・
マ
バ
ラ
カ
ッ

ト
町
役
場
で
両
国
町
長
立
合

い

の
も
と
、
ベ
リ
ン
ダ
さ
ん

（
一
一

十
三
才
）
と
見
合
い
し
て
婚
約

が
成
立
し
ま
し
た
。
 

マ
バ
ラ
カ
ッ
ト
町
は
第
二
次

世
界
大
戦
中
に
日
本
軍
特
攻
隊

基
地
が
あ
り
数
百
名
の
若
い
命

が
散
っ
た
場
所
で
す
。
 

現
地
に
お
け
る
結
婚
式
へ
の

出
席
希
望
者

〔
参
加費
十
万
円
、
 

（
追
徴
五
千
円
）
〕
を
公
募
、
三

十
二
名
で
二
月
二
十
八
日
金
木

を
出
発
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
 

三
月
二
日
は
両
町
の
姉
妹
都

市
締
結
が
な
さ
れ
、
当
日
は
学

校
が
休
み
で
、
町
の
人
口
ニ
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
程
手
前
か
ら
日
本

国
旗
の
小
旗
が
並
び
、
小
学
生

が
旗
を
振
っ
て
歓
迎
し
て
く
れ

ま
し
た
。
姉
妹
都
市
締
結
の
会

場
で
は
今
後
の
農
業
知
識
や
農

産
物
の
交
換
、
農
業
者
の
交
流

や
国
際
結
婚
の
推
進
が
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。
 

三
月
三
日
、

マ
バ
ラ
カ
ッ
ト

町
マ
ビ
ガ
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で

の
結
婚
式
は
、

ハ
リ
リ
町
長
夫

妻
媒
酌
の
も
と
出
席
者
三
百
名

と
い
う
盛
大
な
も
の
で
、

特
に

牛
の
丸
焼
き
に
は
皆
ビ
ッ
ク
リ
、
 

舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
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伽⑨②嘉 
表敬訪間 
結婚式出席 

町募集の同際結婚第1号 

長 尾さん 

おめでとう, 

 

▲3月 3日、マビガリゾートホテルでの結婚記念写真 

 

(
 

▲大橋町長に帰町報告する 
長尾修治さん・べI)ンダさんご夫妻 

へ
 



を
競
う
こ
と
に
な
る
。
 

実
行
委
員
会
で
は

ー
カ
月
ほ

ど
前
か
ら
“
バ
チ
さ
ば
き
ー
に

自
信
の
あ
る
人
を
全
国
か
ら
募

集
し
て
お
り
、
大
会
当
日
は
お

よ
そ
百
五
十
人
の
出
場
者
を
見

込
ん
で
い
る
。
 

ま
た
大
会
前
日
の
出
場
者
の

宿
泊
（
一
泊
二
食
付
）
に
つ
い
て

は
、
町
内
旅
館
の
ご
協
力
に
よ

り

一
人
四
千
五
百
円
均
一
で
サ
 

ー
ビ
ス
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
 

西
北
五
地
方
最
大
の
桜
の
名

所
「
金
木
桜
ま
つ
り
」
は
、
い

よ
い
よ
今
月
二
十
九
日
、
五
月

五
日
ま
で
の
七
日
間
開
催
さ
れ

る
。
 

今
年
の
目
玉
は
何
と
言
っ
て

も
五
月
四
日
に
開
か
れ
る
全
国

初
の
 
「第
一
回
津
軽
三
味
線
全

日
本
競
技
大
会
」
が
公
園
内
演

芸
場
で
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
こ
と
だ
。
 

こ
の
大
会
は
、
翻
金
木
桜
ま
 

つ
り
実
行
委
員
会

（
会
長I
今

誠
康
金
木
町
商
工
会
長
）
が
主

催
し
た
も
の
で
、
津
軽
三
味
線

の
開
祖
が
当
町
神
原
の
仁
太
坊
 

（坊
様
三
味
線
）
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
全
国
大
会
を
契
機
に
さ

ら
に
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
、
 

と
い
う
の
が
開
催
の
狙
い
。
 

競
技
で
は
小
、
中
学
生
の
部
、
 

高
校
、
大
学
生
の
部
、

一
般
の

部
、
団
体
の
部
（
五
人
以
上
）
 

に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
日
本

一
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月 日 行 	事 	名 時間 場 	所 

2
0
u
(
f
*
)
 

 

金木町朝野球大会 8:00 あしの球場 

第18回西北五中学校選抜ソフトボール大会 8:30 金 中 球 場 

西北五小・中学校相撲大会 9:00 園内町営相撲場 

要16課争奪第19回西北五中学校庭球大会 9:00 金中庭球場 

'89金木桜まっり開会式 1LO0 登仙岬入口 

3
C
 
0

日
 

日
、
・I
 
 

第18回北五地区防犯少年野球大会 8:30 金小 球場 

白川章一民謡．手踊．舞踊ショウ 

三上キナ一行民謡．手踊ショウ 

10:00 
11:30 

演 芸 場

演 芸 場 

三浦みのる民謡．歌謡ショウ 13:30 演 芸 場 

5
,1岡
 

月
 
日D
  

‘89金木桜まっり特選民謡まっり 13:00 演 芸 場 

戦没者慰霊前夜祭 18:00 招 魂 堂 

2
伏
 

日

ー
  

戦没’者慰霊祭 10:00 招 魂 堂 

佐藤富治津軽民謡ショウ 13:00 演 芸 場 

'89金木桜まっり花火大会 19:30 登仙岬（雨天順廷） 

3
 

日

・j
  

休
  

'89金木桜まっり土佐犬斗技大会 7:00 園 内 馬 場 

消防団観閲式 

第20回西北五中学校選抜野球大会 

8:30 
8:30 

金小グランド

金高、金中球場 

第16回西北五中学校選抜卓球大会 9:00 農業者トレセン 

黒石八郎ショウ 10:30 演 芸 場 

'89金木桜まっりカラオケ大会 13:00 演 芸 場 
ゲスト 三田圭ニ 

4
 

日

、j
  

休
  

県下銃剣道大会 9:00 招 魂堂 前 

第一回津軽三味線 
全 日 本 競 技 大 会 

校 援 NHK 青真．A A B. 東奥日報社．陸奥新報社、 

9:00 演 芸 場 
雨天の際は全小鱗賞 

金木町、金木町観光協会 
ゲスト 高鵬っや．墓湖奴踊り．金木さなぶり．動干、 

荒属 

第20回西北五中学校選抜野球準決勝 9:00 金 中 球 場 

第18回北五地区防犯少年野球決勝 9:00 金 中 球 場 

遠 州 流 野 点 10:00 自然休養村センタ 

第一回県下社会人選抜野球大会 8:30 あしの球場 

S
  

日
、
I
 
 

休
  

第13回芦野陸上競技選手権大会 8:30 金中グランド 

第14回西北五地区春季中学校某
I,-- 大会

扇謡令芸聾声表会 三界青二 
8:30 
10:00 

農業者トレセン

演 芸 場 

三上倖二歌謡ショウ 	キ‘シこッ 13:00 演 芸 場 

「 NHK大河ドラマ等パネル展（桜まつり事務所前） 
会期中iN.HK衛星誉送フェ了.畔き」？‘讐拶暫鯉二‘ 

t ホート，ホニー，．見TEf勿興行，巨ス逐路寺栄しさいつほい 'I 



「
人
間
ドッ
ク
」
に
つ
い
て
 

鵬
v

晦
噂
蹴
唐
 
牛
 

忍
 

ー
国
目
9
お
国
国
固
包
地
回
ロ
ロI
 

『
ふ局
書
と
国
臼
『
目
図
』の
肉
 

予
万
目
分
鈎
臼
さ
g
 

引
き
続
き
 

積
立
金
六
千
万
円

5
5
 ァ
イ
デ
ア
 

募
集
中
“
【
 

四 

「自
ら
考
え
自
ら
行
う
地

域
事
業
」
 
の
た
め
に
国
が全

岡

一
市
町
村

一
律
に
一
億
円

を
交
付
す
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
金
木
町
に
お
い
て
も
そ

の
使
い
み
ち
が
決
ま
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

①
国
際
交
流
費
・
．百
万
円
I
 

海
外
農
業
者
交
流

（
農
産物

交
流
等
）
、中
国
友
好
な
ど
の

国
際
交
流
費
。
尚
こ
の
交
流

費
に
は
先
に
行
な
わ
れ
た
訪

比
に
係
っ
た
経
費
を
含
ん
だ

も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
今
後
に
お
け
る
国
際
交
流

費
で
あ
る
。
 

②
芦
野
公
幽
整
備
費
I
九
百

四
十
万
円
 

③
巡
動
公
園
整
備
費
ー
二
千

五
百
大
十
万
円
 

④
町
お
こ
し
各
種
イ
ベ
ン
ト

費
I
百
．
．十
万
円
な
ど
約
四
 

千
万
円
 

⑤
残
り
の
六
千
万
円
は
積
立

し
ま
す
が
、
今
後
町
民
か
ら

の
種
々
の
要
望
に
対
応
す
る

た
め
の
お
金
で
あ
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ア
イ
デ
ァ
等

を
ご
教
示
下
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
 

連
絡
先
ー
役
場
企
画
室

廿
5
31
2
1
1
1
 

（内
線
3
9、
4
0)
 

ま
た
、
先
頃
の
訪
比
で
め

で
た
く
結
婚
さ
れ
た
こ
と
に

対
し
、
報
道
で
は
「
ふ
る
さ

と
創
生

一
億
円
の
中
か
ら

ー
」
 

と
大
々
的
に
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
が
、
訪
比
さ
れ
た
方

々
の
旅
費
は
全
額
個
人
負
担
、
 

本
人
の
結
婚
費
川
は
白
費
で

し
た
の
で
こ
の
段
ご
報
告
致

し
ま
す
。
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～健康は自分自身に贈る最高のプレゼント～ 

今年から「人間ドック」はじめる…釜木病篇 

健
康
は
自
分
自
身
に
贈
る
こ

と
が
で
き
る
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
 

皆
さ
ん
は
平
素
い
か
に
自
分
の

健
康
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す

で
し
ょ
う
か
。
ガ
ン
検
診
や
成

人
病
予
防
検
診
が
種
々
行
わ
れ
、
 

そ
の
成
果
が
上
が
っ
て
き
て
い

る
反
面
、
受
診
率
は
今

一
つ
伸

び
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
れ

と
い
う
の
も
仕
事
が
忙
し
い
、
 

仕
事
を
休
め
な
い
と
い
う
理
由

の
他
に
、
自
分
だ
け
は
健
康
に

自
信
が
あ
る
と
思
い
込
ん
で
い

る
人
が
多
い
の
も

ー
つ
の
理
由

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

病
気
の
中
に
は
症
状
が
出
て

か
ら
で
は
手
遅
れ
の
も
の
も
あ

り
、
治
療
も
長
時
間
に
わ
た
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
種
々
の
背
景
を
考
え
、
ま
た

予
防
医
学
が
強
く
叫
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
 

当
院
で
も
今
年
か
ら
「
人
間
ド

ッ
ク
」
を
始
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
内
容
を
次
に
書
き
ま

す
が
、
特
に
苦
痛
を
伴
う
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
気
軽
に

受
け
て
下
さ
る
よ
う
お
勧
め
し
 
 ま

す
。
 

＠
受
付
人
数
ー
年
間
百
人
程
度
 

（申
込
順
）
 

＠
申
込
先
ー
公
立
金
木
病
院
小

務
内
ド
ッ
ク
担
当
者

（
五月

中
旬
よ
り
）
 

＠
入
院
期
間
I
一
泊
二
日
 

0
個
人
負
担
ー
一
万
円
 

＠
検
査
内
容
I
血
圧
、
貧
血
、
 

血
液
型

・
腎
機
能
、
検
尿
、
 

検
便
、
胸
部
写
真
、
心
電
図
、
 

糖
尿
病
、
肝
胆
勝
腎
超
音
波
、
 

胃

・
十
二
脂
腸
内
視
鏡
、
大

腸
透
視
、
内
科

・
外
科
（
甲

状
線
・
乳
腺
・
前
立
腺

・
肌
 

門
）
 
・
婦人
科
診
察
な
ど
。
 

こ
れ
ら
の
他
に
健
康
質
問
表

に
個
人
の
病
歴
や
習
慣
・
噌
好

な
ど
を
記
入
し
て
も
ら
い
、
日

常
生
活
の
注
意
も
含
め
て
検
査

の
結
果
を
約
二
週
問
後
に
発
送

致
し
ま
す
。
 

自
分
の
健
康
の
た
め
に

一
年

間
の
う
ち
た
っ
た
二
日
間
の
時

間
を
と
る
だ
け
で
、
残
り
の
日

々
を
安
心
し
て
過
ご
せ
る
な
ら

ば
費
用
も
さ
し
て
高
い
も
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
し
、
家
族
も

安
心
さ
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
 こ
の
機
会
に
是

非
自
分
の
健
康
と
い
う
も
の
を

考
え
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
 



は じめ ま し て " 
しょう た 	 あゆ み 

期太ちゃん 歩美ちゃん 
2月2611生まれ 	 9月27日生まれ 
体・k3. 210グラノ、 	体垂 3.120グラム
金木 神明町 
阿保功二さんのIt男 	葛西亮・さんの長女 

三
月
届
出
 

戸
籍
の
窓
 

お
め
で
と
う
 

白
川
 
香
織
（
春
治
）
金
 
木

原
田
 
舞
（

政
彦
）
嘉
 
瀬
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（繍
 

（
総
 

（
競
 

（
器
 

（
結舞
 

（鯛
乳
 

露
美
難
 

籍
ぬ
「
 

忠
雄

節
子

精
吾

節
子

臣
正

和
子
 

則
子
 

市
男

隆
 

正
市

金
作

薬
一

昭
夫

菊
雄

弘
 

吉
雄

幸
男

昭
八

正
ー
 

サ
ダ

俊
夫

勝
則

サ
ダ
 

中
柏
木

大
阪
府

弘
前
市

喜
良
市

川
 
倉
 

五
所
川
原
市
 

宮
城
県

嘉
 
瀬

秋
田
県

蒔
 
田

喜
良
市

弘
前
市

金
 
木

神
 
原

稲
垣
村

金
 
木
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旅行は安く楽しく 
このゴールデンウィーク中に‘楽しい旅行

の計画を立てておられる方も多いと思います

が、今年は、 4 月から消費税が導入されたた

め、これまでとは旅行の賢用のかかり方が多

少変わります。 

ト今までかかっていた通行税の廃止 

まず運賃は、消費税の導入によって、原則とし

て 3 ％の値上げになりましたが、従来、列車のグ

リーン料金、A寝台料金、航空運賃などにかかっ

ていた10％の通行税が廃止されたので、実質的に

は値下げになるケースも生じています。 

たとえば航空運賃。運賃の額によって多少異な

りますが、おおむねこれまでの額の約 6.4 ％値下

げになります。東京・大阪間の片道運賃の場合は、 

約 1 , 000 円の値下げです。新航空運賃は、次の算

式にあてはめて計算してください。 

旧運賃十1.1 x 1.03＝新運賃 

ト特別地方消費税が新しく登場 

次に旅先での宿泊や飲食です。これまでホ

テルや旅館に泊った場合、その料金が5,000円
を超えると、地方税として、料金の10％の料

理飲食税、いわゆる料飲税がかかっていまし

た。 

ところが新税制では、料飲税は「特別地方

消費税」に変わり、税率は 3 ％に下げられました。 

また、宿泊に関する免税点は 5.000円から1 万円

に引き上げられました。ですから、 1 泊 1 万円未

満のホテルに宿泊した場合は料金の 3 ％の消費税

を、 1 万円以上のホテルや旅館（食事付）に泊まっ

た場合は、料金の 3 ％の特別地方消費税と 3 ％の

消費税を払うことになります。 

レジャーの予算をたてるとき、廃止された税、 

新しい税のことも、ちょっと頭にとどめておくよ

うにしましょう。 

秋 中 前
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